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り
ま
す（
支
給
に
当
た
っ
て
は
資

産
、
収
入
、
年
齢
な
ど
の
要
件
が

あ
り
、
支
給
期
間
は
原
則
３
カ
月

で
す
）

❹
　

家
計
を
見
直
し
た
り
、
負
担
軽

減
制
度
を
探
し
た
り
し
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

く
ら
し
・
し
ご
と

相
談
セ
ン
タ
ー　

と
も
ま
ち
登
米

（
迫
町
佐
沼
字
中
江
３
丁
目
９
―

８
）
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月
〜
金
／
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
窓
口
開
設
時
間
以
外
に
相
談
を

希
望
す
る
場
合
は
、
開
設
時
間
内

に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
生

活
福
祉
課（
生
活
保
護
係
）
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員
に
相
談
し
た
場
合
は
、
委
員
が

つ
な
ぎ
ま
す
。

　

ま
ず
は
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な

ど
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◉❶
相
談
＝
本
人
や
家
族
な
ど
が
来

所
ま
た
は
電
話
で
相
談

❷
プ
ラ
ン
作
成
＝
相
談
支
援
員
が

自
立
に
向
け
た
支
援
を
一
緒
に
考

え
、
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

❸
支
援
＝
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
一
人
一
人
に
合
わ

せ
た
支
援
を
実
施

◉❶
　

履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
の
基
礎

的
マ
ナ
ー
か
ら
就
労
へ
の
不
安
や

悩
み
に
対
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
職
歴
や
資
格
、
希

望
職
種
を
確
認
し
た
上
で
、
就
労

に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

❷
　

家
族
や
本
人
に
話
を
伺
い
、
少

し
ず
つ
心
と
身
体
を
慣
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
て
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
就

労
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

❸
　

住
居
確
保
給
付
金
制
度
の
利
用

に
よ
り
、
家
賃
の
心
配
を
せ
ず
就

職
活
動
に
専
念
で
き
る
環
境
を
作

設
や
関
係
機
関
な
ど
に
連
絡
し
、

必
要
な
対
応
を
促
し
ま
す
。

　

介
護
・
子
育
て
な
ど
の
福
祉
に

関
す
る
相
談
は
、
地
区
の
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。福

祉
事
務
所
生

活
福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）
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市
役
所
総
合
支
所
市
民
課
（
市
民

係
）

　

市
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経

済
や
社
会
情
勢
、
家
族
の
か
た
ち

の
変
化
、
地
域
社
会
の
人
間
関
係

の
希
薄
化
な
ど
で
、
経
済
的
困
窮

や
社
会
的
孤
立
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
た
人
々
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
人
々
の
自
立
へ
の
思

い
を
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
２
８
５
人
か
ら
相

談
が
あ
り
、
33
人
が
仕
事
に
就
い

た
ほ
か
、
16
人
が
就
労
収
入
を
増

や
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
自
立

意
欲
の
向
上
や
就
労
活
動
の
開

始
、
家
計
の
改
善
な
ど
57
人
の
問

題
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
直
接
ま
た
は
民
生
委

員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
民
生
委

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
の
一
斉
改
選

に
よ
り
平
成
28
年
12
月
１
日
、

下
記
の
皆
さ
ん
が
新
た
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31

年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

委
嘱
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
で
す
。
交
通
費
な
ど

は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
た
め
給
与
や
報
酬
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
て
の
民
生
委
員
は
、
児
童

福
祉
法
に
よ
る
児
童
委
員
も
兼

ね
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
部
門

を
専
門
で
担
当
す
る
委
員
を
主

任
児
童
委
員
と
い
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
委
員
に
は
、
地
域
福

祉
活
動
の
基
本
情
報
と
し
て
、

担
当
す
る
地
区
の
対
象
者
が
属

す
る
世
帯
の
住
民
情
報（
次
の

❶
〜
❺
）を
提
供
し
て
い
ま
す
。

❶
高
齢
者
❷
障
害
者
手
帳
保
持

者
❸
生
活
保
護
受
給
者
❹
介
護

認
定
者
（
介
護
度
３
以
上
）❺

そ
の
他
支
援
な
ど
が
必
要
と
認

め
る
者
。

　

委
員
は
、
地
域
住
民
の
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
人
一
人

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
施

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
本
年

４
月
23
日
執
行
の
市
長
・
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
立
会
人
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
所

お
よ
び
投
票
日
の
投
票
所
で
、
有

権
者
の
代
表
と
し
て
公
正
に
投
票

さ
れ
て
い
る
か
立
ち
会
い
ま
す

❶
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
❷
特
定
候
補

や
政
党
、
そ
の
他
の
政
治
団
体
な

ど
に
直
接
関
係
が
な
い
❸
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
理
解
が
あ
る

支
給
有

１
投
票
所
に
２
人
ず
つ

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
総
合
支
所
市
民
課

（
地
域
係
）に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
、
各
総
合
支
所

と
選
挙
管
理
委
員
会（
迫
庁
舎
３

階
）に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

２
月
10
日（
金
）

市
選
挙
管
理
委

員
会
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市
で
は
新
た
に
降
っ
た
雪
が
、

お
お
む
ね
10
㌢
以
上
の
場
合
、
町

域
ご
と
に
除
雪
作
業
を
し
ま
す
。

作
業
は
幹
線
道
路
を
優
先
し
ま

す
。
町
域
全
体
が
完
了
す
る
ま
で

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
除
雪
作

業
に
よ
る
自
宅
付
近
の
雪
だ
ま
り

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
で
除
雪
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
降
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
っ
て

走
行
な
ど
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
各
総
合
支
所
市
民
課

▼
建
設
部
土
木
管
理
課

▼
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
道
路
管
理
班
）
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登米市役所登米市役所登米市役所

ヨークベニマル様ヨークベニマル様ヨークベニマル様

ツルハドラッグ様ツルハドラッグ様ツルハドラッグ様

佐沼郵便局佐沼郵便局佐沼郵便局

スポーツアカデミー佐沼様スポーツアカデミー佐沼様スポーツアカデミー佐沼様 登米市民病院登米市民病院登米市民病院

★

ともまち登米


